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ベーチェット病患者におけるquality oflifeの主観的

生活満足度に及ぼす影響
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目的　近年，身体的状況のみならず，患者の社会的背景を考慮した上での治療方針の決定が重要

視されるようになってきた。quality oflifeは最初終末医療において導入されたが，身体的，

精神的苦痛が長引く慢性疾患の管理においても重要なものとなってきた。ベーチェット病の

罹病期間は長引くことが多いため，患者の状態を評価するためにはquality oflifeは意義あ

るものと考えられる。本研究の目的は患者のquality oflifeの主観的生活満足度に及ぼす影

響を評価することである。

方法　本研究では13施設の専門施設において行われたべーチェット病患者調査において回答が回

収された144人の男性と116人の女性のベーチェット病患者が解析の対象とされた。身体的状

況，日常生活動作，仕事面，経済面，社会面，医療面，結婚関連，精神面の8要因のquali-

ty of lifeの患者の主観的満足度に及ぼす影響をMantel-Haenszel法によるオッズ比とステッ

プワイズロジスティック回帰分析法により評価した。

成績　各quality oflifeにおいて基準以上の問題スコアを示した者は身体的状況，日常生活動作，

仕事面，経済面，結婚関連において，男性は女性に比べ有意に高い頻度を示した。主観的生

活満足度に対する影響は男性で，Mantel-Haenszel法によって年齢を調整したオッズ比では

身体的状況，日常生活動作，仕事面，経済面，社会面，結婚関連，精神面において有意に高

いオッズ比を示した。女性では身体的状況，仕事面，経済面，社会面，医療面，結婚関連，

精神面において有意に高いオッズ比を示した。罹病期間を調整した主観的生活満足度に対す

る影響は男性で，身体的状況，日常生活動作，仕事面，経済面，社会面，精神面において有

意に高いオッズ比を示した。女性では身体的状況，仕事面，経済面，社会面，医療面，結婚

関連，精神面において有意に高いオッズ比を示した。ステップワイズロジスティック回帰分

析の結果では，男性で精神面と仕事面が，女性では精神面と経済面が取り込まれ有意に大き

なオッズ比が示された。

結論　ベーチェット病患者の主観的生活満足度には医療面だけでなく，精神面などのサポートが

重要なことが明らかにされた。今後，医学的治療の面のみならず，精神面や仕事面も含めた

患者のquality oflifeの改善によりベーチェット病患者の生活満足度がさらに向上するもの

と期待される。
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